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●
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
へ
の
動
き

　

二
〇
〇
三
年
一
二
月
、
中
国
科
学
院
が
「
ベ
ル

リ
ン
宣
言
」
に
署
名
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
中
国
は

オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
へ
の
支
持
を
表
明
し
た
と
い

え
る
。
二
〇
〇
四
年
五
月
に
は
国
家
自
然
科
学
基

金
委
員
会
と
中
国
科
技
大
学
奇
跡
文
庫
ア
ー
カ
イ

ブ
チ
ー
ム
も
個
別
に
宣
言
に
署
名
し
た
。
オ
ー
プ

ン
ア
ク
セ
ス
の
先
駆
者
を
招
い
て
国
際
会
議
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
多
数
開
催
し
、
特
に
科
学
分

野
で
の
情
報
公
開
に
つ
い
て
も
議
論
し
て
い
る
。

中
国
政
府
は
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
公
的

資
金
に
よ
る
研
究
成
果
を
全
て
オ
ー
プ
ン
リ
ポ
ジ

ト
リ
に
登
録
す
る
こ
と
、
現
行
の
研
究
・
開
発
評

価
シ
ス
テ
ム
を
改
善
し
て
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
出

版
を
促
進
す
る
こ
と
、
主
要
学
術
雑
誌
を
オ
ー
プ

ン
ア
ク
セ
ス
に
変
更
す
る
こ
と
等
を
推
進
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
五
年
七
月
八
日
、
武
漢
で

中
国
大
学
図
書
館
館
長
論
壇
が
開
催
さ
れ
、
北
京

大
学
等
、
五
〇
余
の
大
学
図
書
館
の
館
長
が
デ
ジ

タ
ル
化
時
代
に
お
け
る
大
学
図
書
館
間
協
力
と
情

報
資
源
の
共
有
化
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
。
そ

こ
で
採
択
さ
れ
た「
武
漢
宣
言
」は
、
特
色
あ
る
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
構
築
や
サ
ー
ビ
ス
展
開
、
機
関
リ
ポ

ジ
ト
リ（
Ｉ
Ｒ
）の
創
設
を
奨
励
し
、
情
報
の
流
通

や
共
有
化
の
新
モ
デ
ル
と
し
て
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ

ス
へ
の
参
加
を
促
し
て
い
る
（
参
考
文
献
①
、②
）。

●
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
リ
ポ
ジ
ト
リ

　

O
penD

O
A
R

、
Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｒ
に
登
録
さ
れ
た

一
一
件
の
う
ち
（
二
〇
〇
九
年
一
月
六
日
付
）、

香
港
科
技
大
学
、
香
港
大
学
、
香
港
城
市
大
学
、

厦
門
大
学
の
Ｉ
Ｒ
四
件
と
学
位
論
文
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
、
プ
レ
プ
リ
ン
ト
サ
ー
バ
各
一
件
が
比
較
的
充

実
し
て
い
る
。
大
学
Ｉ
Ｒ
は
そ
れ
ぞ
れD

Space

を
用
い
て
構
築
さ
れ
、
登
録
対
象
は
学
術
論
文
や

研
究
報
告
書
、
講
義
資
料
、
学
位
論
文
、
教
材
等

を
含
む
。
シ
ス
テ
ム
機
能
を
活
か
し
て
電
子
資
源

の
総
合
目
録
で
あ
るO

A
Ister

に
デ
ー
タ
提
供

す
る
な
ど
、
世
界
的
な
学
術
交
流
に
寄
与
し
て
い

る
。
特
に
有
名
大
学
は
科
学
情
報
を
主
と
し
た
エ

ル
ゼ
ビ
ア
社
の
大
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、Scirus

と
も
提
携
し
て
研
究
成
果
の
利
用
を
促
進
し
、
さ

ら
に
認
知
度
を
増
す
と
い
う
相
乗
効
果
も
得
て
い

る
。
厦
門
大
学
は
「
武
漢
宣
言
」
の
理
念
を
実
現

す
る
た
め
に
中
国
語
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
用
い

た
Ｉ
Ｒ
を
構
築
し
、
国
内
の
学
術
資
源
の
共
有
化

と
い
う
点
で
利
便
性
が
高
い
。
中
国
の
事
例
は
少

な
い
が
、
原
則
に
基
づ
い
た
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス

の
実
現
に
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
る
（
参
考
文
献

③
）。
ま
た
、
香
港
大
学
は
、
香
港
学
位
論
文
オ

ン
ラ
イ
ン
で
一
九
四
一
年
か
ら
の
学
位
論
文
を
全

文
公
開
し
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
に
は
エ
ル
ゼ
ビ

ア
社
と
提
携
し
て
全
文
検
索
の
機
能
を
追
加
し
、

Scirus

に
も
デ
ー
タ
提
供
し
て
い
る
。
研
究
機

関
の
Ｉ
Ｒ
と
し
て
は
、
中
国
西
部
環
境
与
生
態
科

学
数
据
中
心
のseeK

Space

が
あ
る
。
中
国
科

学
院
資
源
環
境
科
学
信
息
中
心
が
助
成
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
成
果
の
収
集
と
管
理
を
行
い
、
全
文
を
公
開

し
て
い
る
。
他
の
Ｉ
Ｒ
同
様D

Space

を
用
い

て
い
る
が
、
科
学
論
文
、
野
外
観
察
資
料
、
写
真

や
ビ
デ
オ
の
ほ
か
、
関
連
分
野
の
オ
ー
プ
ン
ア
ク

セ
ス
資
源
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
、
研
究
成
果
以
外

の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
収
録
し
、
主
題
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
の
機
能
を
持
つ
。

　

次
に
、
プ
レ
プ
リ
ン
ト
サ
ー
バ
と
し
て
登
録
さ

れ
て
い
る
奇
跡
文
庫
の
奇
跡
論
文
預
印
本
項
目
は
、

二
〇
〇
三
年
八
月
に
物
理
学
を
主
と
し
た
プ
レ
プ

リ
ン
ト
サ
ー
バ
、arX

iv

の
成
功
に
影
響
を
受
け

て
中
国
の
若
手
研
究
者
が
構
築
し
た
。
学
術
研
究

論
文
、
学
位
論
文
、
教
材
等
の
全
文
が
閲
覧
で
き

る
。
主
分
類
は
自
然
科
学
、
工
学
科
学
・
技
術
、

特 集特 集

澤
田
裕
子

中
国
─
学
術
資
源
を
共
有
す
る
手
段
と
し
て

表１　大学・研究機関の機関リポジトリ

ウ ェ ブ ア ド レ ス 登録データ数
（2009/1/6付）

香港科技大学図書館 http://repository.ust.hk/dspace/ 3,104件

香港大学　Scholars Hub http://hub.hku.hk/ 21,991件

香港大学　Theses Online http://sunzi1.lib.hku.hk/hkuto/index.jsp 14,701件

香港城市大学 http://dspace.cityu.edu.hk/ 1,935件

厦門大学 http://dspace.xmu.edu.cn/dspace/ 3,402件

中国西部環境・生態科学数据中心 http://seekspace.resip.ac.cn/ 34,992件

第
Ⅱ
部　

地
域
編
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人
文
・
社
会
科
学
で
、
人
文
・
社
会
科
学
は
さ
ら

に
社
会
学
、
政
治
学
、
法
学
、
経
済
・
管
理
等
、

一
四
項
目
に
分
か
れ
る
。
論
文
だ
け
を
参
照
し
た

い
利
用
者
は
広
告
や
関
連
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
に

戸
惑
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
安
定
し
た
資
金
を
得

る
た
め
と
見
ら
れ
る
。
全
体
と
し
て
は
網
羅
的
で

最
新
動
向
を
主
題
別
に
概
観
す
る
の
に
役
に
立
ち
、

オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
普
及
に
も
効
果
が
期
待
で

き
る
。
ほ
か
に
、
プ
レ
プ
リ
ン
ト
サ
ー
バ
と
し
て

中
国
預
印
本
服
務
系
統
が
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
に

中
国
科
学
技
術
信
息
研
究
所
と
国
家
科
技
図
書
文

献
中
心
が
共
同
で
構
築
し
、
国
内
・
国
外
の
プ
レ

プ
リ
ン
ト
を
別
に
収
録
し
た
二
つ
の
シ
ス
テ
ム
を

組
み
合
わ
せ
て
い
る
。
主
分
類
は
自
然
科
学
、
農

業
科
学
、
医
薬
科
学
、
工
学・技
術
科
学
、
人
文・

社
会
科
学
で
、
人
文
・
社
会
科
学
は
さ
ら
に
経
済

学
、
統
計
学
等
、
四
項
目
に
分
か
れ
る
。
全
文
が

閲
覧
で
き
、
あ
れ
ば
批
評
や
文
章
の
修
正
履
歴
も

参
照
で
き
る
。
シ
ス
テ
ム
紹
介
の
ペ
ー
ジ
で
は
、

プ
レ
プ
リ
ン
ト
の
定
義
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
、
収
録

範
囲
、
有
料
か
無
料
か
、
査
読
の
有
無
、
転
載
の

可
否
、
版
権
の
所
在
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
る
。

投
稿
論
文
に
対
し
て
は
、
掲
載
す
る
の
に
適
切
か

ど
う
か
の
判
断
は
さ
れ
る
が
学
術
的
な
査
読
は
な

い
。
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
取
決
め
の
ペ
ー
ジ
に
記
載

さ
れ
て
い
る
国
の
法
律
や
条
例
を
遵
守
す
る
こ
と

に
同
意
し
な
け
れ
ば
投
稿
で
き
な
い
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
。
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
著
作
権
は
著

者
が
所
有
し
、
他
の
学
術
雑
誌
へ
の
再
投
稿
は
自

由
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
サ
イ
ト
か
ら

国
家
科
技
図
書
文
献
中
心
の
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｐ
に
リ

ン
ク
し
、
国
外
の
プ
レ
プ
リ
ン
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス

を
提
供
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｐ
は
中
国
科
学

技
術
信
息
研
究
所
と
デ
ン
マ
ー
ク
の
研
究
機
関
に

よ
る
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
一
七
の
世
界
的
な

論
文
デ
ー
タ
を
横
断
検
索
で
き
る
。

　

ま
た
、
中
国
の
総
合
的
な
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス

リ
ポ
ジ
ト
リ
と
し
て
、
中
国
教
育
部
の
科
学
技
術

発
展
中
心
が
二
〇
〇
三
年
に
構
築
し
た
中
国
科
技

論
文
在
線
が
あ
る
。
既
存
の
出
版
工
程
を
省
き
、

便
利
で
迅
速
な
学
術
交
流
の
場
を
提
供
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
全
文
が
閲
覧
で
き
、
利
用

者
が
ラ
ン
ク
付
け
や
コ
メ
ン
ト
も
追
加
で
き
る
。

主
題
は
数
学
、
電
子
・
通
信
技
術
、
経
済
学
等
、

四
三
項
目
に
分
か
れ
て
い
る
。
利
用
者
登
録
す
る

と
サ
イ
ト
管
理
者
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
の
受
信
や
検

索
履
歴
の
保
存
等
が
で
き
る
。
論
文
の
著
作
権
は

著
者
が
所
有
し
、
文
責
は
投
稿
者
が
負
う
と
し
て

国
の
法
律
を
遵
守
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
他

の
雑
誌
へ
の
再
投
稿
を
認
め
、
新
し
い
学
術
視
点

や
思
想
、
技
術
成
果
の
知
的
所
有
権
を
保
護
す
る

た
め
に
サ
イ
ト
に
論
文
を
発
表
し
た
時
間
を
証
明

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
中
国
預
印
本
服
務
系

統
と
中
国
科
技
論
文
在
線
は
と
も
に
政
府
の
助
成

金
に
よ
っ
て
構
築
、
運
営
さ
れ
て
い
る
。
主
要
な

学
術
雑
誌
に
投
稿
す
る
前
に
他
の
研
究
者
の
意
見

を
得
る
場
と
し
て
、
政
府
機
関
が
こ
の
よ
う
な
サ

イ
ト
を
設
け
る
こ
と
は
国
家
の
科
学
技
術
の
発
展

に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

●
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
ジ
ャ
ー
ナ
ル

　
Ｄ
Ｏ
Ａ
Ｊ
収
録
の
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
ジ
ャ
ー

ナ
ル
の
う
ち
、
二
〇
〇
九
年
一
月
六
日
現
在
、

一
一
誌
が
中
国
発
行
で
あ
る
。
紙
媒
体
を
デ
ジ
タ

ル
化
し
て
ウ
ェ
ブ
で
無
料
公
開
し
て
い
る
の
が
主

で
、
多
く
は
平
行
し
て
印
刷
出
版
物
を
販
売
し
て

い
る
。
そ
の
う
ち
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
の
電
子
出

版
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
サ
イ
ト
が
三
件
、
オ
ー
プ

ン
ア
ク
セ
ス
を
目
的
と
し
た
非
営
利
の
学
術
出
版

サ
イ
ト
に
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
し
て
電
子
化
し
た

サ
イ
ト
が
一
件
あ
る
。
自
然
科
学
分
野
の
査
読
付

き
学
術
雑
誌
が
多
く
、
最
新
号
の
全
文
が
閲
覧
で

き
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
ほ
と
ん
ど
が
英
語
、

ま
た
は
中
国
語
と
の
併
記
で
、
検
索
機
能
も
備
え

て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
図
書
館
学
の
分
野
で
は

一
九
七
九
年
に
中
国
科
学
院
国
家
科
学
図
書
館
が

創
刊
し
た
『
図
書
館
情
報
工
作
動
態
』
が
、

二
〇
〇
三
年
第
一
期
分
か
ら
中
国
科
学
院
文
献
情

報
系
統
の
サ
イ
ト
で
全
文
公
開
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
出
版
物
の
輸
出
入
を
行
う
国
営
企
業
、
中
国

教
育
図
書
進
出
口
公
司
が
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
資

源
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
イ
ト
と
し
てSocol

＠r

（http://w
w
w
.socolar.com

/?ver=ch

）
を
立
ち

上
げ
て
い
る
。
中
国
の
発
行
誌
を
含
む
オ
ー
プ
ン

ア
ク
セ
ス
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
横
断
検
索
が
で
き
る
。

●
利
用
者
側
の
認
識

　

こ
の
よ
う
に
情
報
を
提
供
す
る
側
の
オ
ー
プ
ン

ア
ク
セ
ス
の
動
き
が
目
立
つ
も
の
の
、
一
方
で
は

研
究
者
自
身
の
認
知
度
の
低
さ
が
懸
念
さ
れ
る
。

二
〇
〇
五
年
六
月
、
中
国
科
学
院
文
献
情
報
中
心

が
、
科
学
信
息
開
放
獲
取
戦
略
与
政
策
国
際
研
討

会
で
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
に
対
す
る
研
究
者
の
認

表２　プレプリントサーバほか
ウ ェ ブ ア ド レ ス 登録データ数

奇跡文庫―奇跡論文預印本項目 www.qiji.cn/eprint/ 3,713件

中国預印本服務系統 http://prep.istic.ac.cn/eprint/index.jsp 1,560件

SINDAP
h t t p : / /eg roups . i s t i c . ac . cn/cg i - b i n/
egw_metasweep/2/screen.tcl/name=welco
me&service=sindap&context1=full&lang=chi

約80万件

中国科技論文在線 http://www.paper.edu.cn/ 27,276件
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識
に
つ
い
て
発
表
し
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
三
～

五
月
、
科
学
院
の
一
六
研
究
所
の
研
究
者
を
対
象

に
二
五
七
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
有
効
回
答

二
二
三
件
）、
二
二
名
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
を
知
っ
て

い
る
、
少
し
知
っ
て
い
る
と
回
答
し
た
の
は
全
体

の
五
六
％
、
知
ら
な
い
が
四
三
％
で
あ
っ
た
。
実

際
に
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
Ｉ
Ｒ
に

投
稿
し
た
こ
と
が
あ
る
研
究
者
は
わ
ず
か
八
％
で
、

今
後
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
出
版
に
投
稿
す
る
つ
も

り
が
あ
る
が
五
九
％
、
な
い
が
三
〇
％
で
あ
っ
た
。

中
国
の
研
究
者
の
多
く
は
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
に

対
し
て
好
意
的
な
態
度
を
表
し
て
い
る
が
、
利
用

に
関
し
て
は
改
善
の
余
地
が
あ
る
と
い
え
る
（
参

考
文
献
④
）。
ま
た
、
二
〇
〇
六
年
三
～
四
月
に

は
南
京
農
業
大
学
が
、
同
大
学
、
南
京
大
学
、
お

よ
び
東
南
大
学
の
教
員
と
学
生
三
〇
〇
名
を
対
象

に
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
認
識
調
査
を
行
っ
て
い

る
（
有
効
回
答
二
五
四
件
）。
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ

ス
に
関
す
る
認
知
度
を
測
る
の
に
、
中
国
科
技
論

文
在
線
、
奇
跡
文
庫
、
Ｄ
Ｏ
Ａ
Ｊ
、
国
際
的
な
査

読
付
き
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、PLoS

の
四
つ
を
知
っ
て
い
る
か
質
問
し
、
全
部
知
っ
て

い
る
と
の
回
答
は
な
く
、
三
つ
が
一
％
、
二
つ
が

四
％
、
一
つ
が
四
八
％
、
一
つ
も
知
ら
な
い
が

一
七
％
だ
っ
た
。
一
つ
し
か
知
ら
な
い
回
答
者
が

最
も
知
っ
て
い
た
の
は
中
国
科
技
論
文
在
線
だ
っ

た
。
今
後
の
出
版
方
法
の
選
択
で
は
、
オ
ー
プ
ン

ア
ク
セ
ス
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
二
〇
％
、
リ
ポ
ジ
ト
リ

が
八
％
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
出
版
が
四
五
％
、
混

合
が
二
七
％
だ
っ
た
。
ウ
ェ
ブ
上
の
文
献
に
対
す

る
評
価
で
は
、
容
易
に
入
手
で
き
る
が
信
頼
性
に

欠
け
る
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
。
全
体
と
し
て
、

今
後
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
が
順
調
に
発
展
す
る
か

は
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
資
源
の
質
が
大
き
く
影
響

す
る
と
見
ら
れ
る
（
参
考
文
献
⑤
）。
学
術
論
文

が
ウ
ェ
ブ
で
無
料
で
読
め
る
と
い
う
オ
ー
プ
ン
ア

ク
セ
ス
は
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
も
予
算
の

節
減
、
業
務
の
軽
減
に
繋
が
る
。
し
か
し
、
信
頼

で
き
る
安
定
し
た
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
資
源
を
共

有
す
る
に
は
、
学
術
資
源
の
主
要
な
提
供
者
で
あ

り
、
利
用
者
で
も
あ
る
研
究
者
、
教
員
、
学
生
等

の
支
持
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

●
ま
と
め

　

二
〇
〇
六
年
初
め
に
発
表
さ
れ
た
中
国
の
国
家

中
長
期
科
学
和
技
術
発
展
規
画
綱
要
に
は
、
今
後

十
数
年
の
科
学
技
術
に
お
け
る
発
展
計
画
が
示
さ

れ
て
い
る
。
初
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
、
集

積
し
、
導
入
先
新
技
術
を
消
化
、
吸
収
、
再
革
新

す
る
と
い
う
意
味
の
「
自
主
創
新
」
を
国
家
目
標

に
掲
げ
、
中
国
の
科
学
技
術
は
さ
ら
な
る
発
展
を

目
指
す
（
参
考
文
献
⑥
）。
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス

に
関
し
て
は
、
大
学
を
は
じ
め
、
様
々
な
組
織
が

政
府
政
策
を
軸
に
独
自
の
活
動
を
展
開
し
、
徐
々

に
利
用
者
に
浸
透
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
政
府
に
よ
る
情
報
規
制
等
、
問
題
が
な
い
わ

け
で
は
な
い
。
世
界
的
に
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
化

が
進
み
、
学
術
資
源
が
充
実
し
た
と
し
て
も
規
制

さ
れ
た
ウ
ェ
ブ
環
境
で
は
充
分
に
そ
れ
ら
を
享
受

で
き
な
い
。
中
国
で
Ｉ
Ｒ
や
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス

ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
本
当
に
機
能
し
、
成
功
し
て
い
る

と
い
え
る
た
め
に
は
乗
り
越
え
る
べ
き
課
題
も
あ

る
が
、
前
向
き
の
展
開
を
期
待
し
た
い
。

（
さ
わ
だ　

ゆ
う
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

図
書
館
）
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